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○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カリキュラムマップ
【養成する人材像】
すべての学部学科の専門教育課程を履修するために必要と
なる学びの土壌づくりを行う。
４つの科目群によって構成される分野横断型カリキュラム
を履修することによって、現代社会で汎用
的に求められる「自ら考え主体的に行動してより良い社会
や人生を実現するために、生涯を通じて学び続ける力」の基
盤を形成する。

DP1

多様化する地域社会の複合的な諸課題を理解し、そ
れらを解決するために必要な基礎的な知識、基礎的
な言語運用能力、基礎的な数理・データサイエンスの
能力を身に                                                付
けている。

地域社会の諸課
題や人々の健康
問題について理
解し、説明する
ことができる。

基礎的な言語運
用能力を身に付
けている。

基礎的な数理・
データサイエン
スの能力を身に
付けている。

区分２ 科目名

基
盤
教
育
科
目
群

Ⅰ群
生命 · 生活 · 人生
を探求する科目

ライフデザイン

就業体験 · インターンシップ

キャリアデザイン

日本国憲法

科学と社会

こころの科学

生命と倫理

地域共生論

知的財産入門

健康スポーツ理論

スポーツ実技Ⅰ

地域環境論

社会生活論

生涯学習論

日本語Ⅰ

山口の芸術と文化

国際交流Ⅰ

国際交流Ⅱ

スポーツ実技Ⅱ

日本の芸術と文化Ⅰ

日本の芸術と文化Ⅱ

アドバンス英語Ⅱ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

DP2 DP3

社会の様々な対立する価値や相反する課題を発見
し、多様な知識を集約して批判的に検討すること
で、根拠に基づく解決策を論理的に分かりやすく伝
えることができる。

異なる文化や考えを持つ人々とともに、多様な経験
を積み重ねることによって、不確実な社会に対して
の柔軟な対応力を有し、自ら考え主体的に行動して
より良い社会や人生を実現するために、生涯を通じ
て学び続ける力の基盤を形成している。

Ⅳ群
実践的統合教育科目

やまぐち未来デザインプロジェクトⅠ

やまぐち未来デザインプロジェクトⅡ

日本語Ⅱ

Ⅲ群
数理 · データサイエンス

科目

データ科学と社会Ⅰ

データ科学と社会Ⅱ

データサイエンス概論

データサイエンス演習

海外語学・文化演習

Ⅱ群
言語コミュニケーション

科目

アドバンス英語Ⅰ

自ら考え主体的
に行動して、責
任を持って行動
しようとする意
欲や態度を身に
付けている。

不確実な社会に
対しての柔軟な
対応力を発揮す
ることができ
る。

異なる文化や考
えを持つ人々と
ともに、多様な
経験を積み重ね
ることができ
る。

社会の課題につ
いて解決するた
めの批判的思考
力を身に付けて
いる。

社会の様々な対
立する価値や相
反する課題を発
見し、評価する
ことができる。

自己の主張につ
いて、根拠に基
づいて、論理的
に分かりやすく
伝えることがで
きる。
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